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在する［Park 2017a, 69 図３］。政策議論におい
て資源や財・サービスに関するガバナンス、既
存のフレームワークを超えたアプローチを用い
て論じるのが望ましい［Bowels, Carlin 2020; 









































出所：朴［2018, 78］, Madison et. al [2010,682] から筆者制作

























































（patterns of interactions） お よ び 結 果 産 出
（outcomes）につながる文脈フィルターとして
解釈できる。














































































































































































































































































































































































財源調達 政府予算、法律上分担金強制調達資金 市場性貸出、金融市場 市場性貸出、金融市場
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